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「
歯
科
保
健
医
療
小
史
』

「
こ
ん
な
に
わ
か
り
や
す
い
歯
科
の
歴
史
書
は
初
め
て
だ
」

本
書
を
一
読
し
た
時
の
感
想
で
あ
っ
た
。

わ
が
国
の
歯
科
の
歴
史
研
究
は
、
昭
和
十
一
年
十
一
月
に
、
明
治
二

九
年
の
歯
科
医
師
法
公
布
三
十
年
記
念
事
業
と
し
て
の
「
歯
科
医
事
衛

生
史
」
の
編
蟇
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
そ
の
後
も
歯
科
資
料
の
収
集
、
出

版
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
第
二
次
大
戦
の
激
化
と
敗
戦
に
よ
る
混
乱

の
た
め
に
中
断
し
て
い
た
。

再
開
は
、
昭
和
四
一
年
十
一
月
の
「
歯
学
史
集
談
会
」
の
発
足
か
ら

は
じ
ま
っ
た
。
そ
し
て
現
在
の
「
日
本
歯
科
医
史
学
会
」
に
成
長
し
た
。

筆
者
は
「
集
談
会
」
の
発
足
時
か
ら
の
委
員
で
、
以
後
、
数
々
の
研

究
成
果
を
発
表
さ
れ
、
現
在
は
、
学
会
運
営
の
最
長
老
と
し
て
後
進
の

指
導
に
あ
た
ら
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
筆
者
が
歯
科
界
に
入
っ
て
か
ら
収
集
さ
れ
た
膨
大
な
資
料
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以
上
、
十
乗
観
法
を
読
ん
で
と
く
に
注
目
し
た
い
の
は
『
起
慈
悲
心
』

お
よ
び
『
破
法
遍
」
に
説
か
れ
て
い
る
観
察
の
思
想
が
現
代
の
医
療
に

極
め
て
有
益
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
平
成
十
五
年
五
月
例
会
）

榊
原
悠
紀
田
郎
著

を
も
と
に
大
学
で
の
授
業
に
使
わ
れ
た
講
義
録
の
集
大
成
で
あ
る
。
し

か
も
、
こ
れ
は
三
十
数
年
間
、
毎
年
新
し
く
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
内
容
の
豊
富
さ
は
も
と
よ
り
、
随
所
に
新
し
い
試
み
が

見
ら
れ
る
。

本
書
は
、
七
章
よ
り
な
る
。
古
代
、
中
世
、
近
世
の
章
の
後
半
に
は
、

西
洋
、
日
本
、
東
洋
の
医
事
の
比
較
年
表
が
付
け
ら
れ
、
四
章
の
明
治

以
降
の
章
に
は
、
日
本
と
諸
外
国
の
比
較
年
表
が
つ
い
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
、
日
本
の
医
療
の
歩
み
と
、
諸
外
国
の
そ
れ
と
の
相
互
関
係
が
、

混
乱
な
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第
一
章
の
古
代
の
項
に
は
、
紀
元
前
二
千
年
こ
ろ
ペ
ル
ー
の
開
頭
術

や
古
代
フ
ェ
ニ
キ
ア
の
ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
興
味
あ
る
写
真
が
載
っ
て
い

る
。

第
二
章
の
中
世
で
は
、
五
世
紀
に
伝
来
し
た
中
国
医
学
が
充
実
し
た

九
世
紀
こ
ろ
の
「
医
心
方
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
口
歯
病
の
記
述
が
あ
る
。

こ
の
宮
廷
社
会
中
心
の
社
会
は
や
が
て
武
家
、
庶
民
の
時
代
と
な
る
十

世
紀
ご
ろ
に
は
「
絵
巻
」
が
独
自
の
発
展
を
す
る
。
「
病
の
草
子
」
に
描

か
れ
て
い
る
歯
疾
患
に
悩
む
人
々
の
姿
な
ど
が
載
っ
て
い
る
。

第
三
章
の
近
世
で
は
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
で
の
近
代
歯
科
の
誕
生
と
、
江

戸
時
代
の
日
本
の
歯
科
療
法
事
情
を
詳
述
し
て
い
る
。
特
に
わ
が
国
固

有
の
木
床
義
歯
と
米
国
の
初
代
大
統
領
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
の
義

歯
や
東
西
の
抜
歯
風
景
を
図
で
比
較
し
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。

第
四
章
の
近
代
で
は
、
幕
末
の
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
浸
透
か
ら
、
変
化

し
て
い
く
わ
が
国
の
医
療
の
推
移
に
触
れ
、
一
方
、
歯
科
領
域
で
は
、

発
展
す
る
米
国
の
歯
科
事
情
と
、
こ
れ
が
わ
が
国
の
歯
科
医
療
の
近
代
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化
に
は
た
し
た
過
程
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

第
五
章
明
治
時
代
で
は
、
日
本
人
の
目
を
引
い
た
、
治
療
椅
子
で
の

施
術
、
手
用
切
削
具
や
足
踏
エ
ン
ン
に
よ
る
歯
の
切
削
、
齪
歯
の
充
填

法
、
蒸
和
ゴ
ム
製
の
義
歯
、
笑
気
ガ
ス
に
よ
る
無
痛
抜
歯
な
ど
、
西
欧

歯
科
技
術
が
日
本
に
導
入
さ
れ
る
歴
史
の
記
述
が
あ
る
。

わ
が
国
で
は
医
師
の
養
成
は
国
策
と
し
て
進
め
ら
れ
た
の
に
対
し
、

歯
科
で
は
公
的
の
養
成
機
関
す
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
歯
科
医
に

な
る
た
め
に
は
歯
科
医
の
所
で
書
生
を
し
た
り
、
私
塾
で
学
ん
だ
り
し

て
い
た
。
正
規
の
歯
科
医
の
養
成
機
関
は
、
明
治
二
二
年
に
設
立
の
高

山
歯
科
医
学
院
が
同
四
十
年
東
京
歯
科
医
学
専
門
学
校
に
、
同
年
設
立

の
共
立
歯
科
医
学
校
は
、
同
四
二
年
、
日
本
歯
科
医
学
専
門
学
校
に
な

り
、
こ
の
二
校
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
た
。

当
時
の
両
校
の
治
療
風
景
が
、
米
国
の
学
校
の
写
真
と
と
も
に
載
っ

て
い
る
。

第
六
章
の
項
は
、
大
正
元
年
の
専
門
学
校
指
定
第
一
回
生
の
卒
業
か

ら
始
ま
り
、
翌
年
か
ら
女
子
の
歯
科
医
学
校
や
そ
の
他
数
々
の
歯
科
医

学
専
門
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。

昭
和
に
な
っ
て
、
同
三
年
の
官
制
の
歯
科
医
学
校
で
あ
る
高
等
歯
科

医
学
校
設
立
を
め
ぐ
る
経
過
と
校
名
の
由
来
の
話
は
興
味
深
い
。

「
歯
科
医
療
行
為
は
、
内
科
系
な
ど
の
医
療
と
は
異
な
り
、
知
識
は
も

ち
ろ
ん
で
あ
る
が
技
術
の
占
め
る
割
合
が
大
き
い
の
で
、
そ
こ
で
用
い

ら
れ
る
手
段
や
歯
科
材
料
の
変
化
に
よ
っ
て
大
き
な
影
響
を
受
け
る
」

と
歯
科
医
療
行
為
の
特
殊
性
を
と
り
あ
げ
、
歯
科
用
器
材
、
器
具
の
変

遷
と
そ
れ
に
と
も
な
う
歯
科
の
技
術
の
関
係
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ム
シ
歯
予
防
デ
ー
に
始
ま
る
口
腔
衛
生
の
普
及
運
動
や
学
校

歯
科
に
つ
い
て
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。

第
七
章
の
昭
和
後
期
で
は
、
医
療
制
度
の
変
遷
、
社
会
問
題
と
な
っ

た
差
額
徴
収
、
老
人
医
療
問
題
な
ど
、
最
近
の
話
題
も
と
り
あ
げ
て
い

つ
（
》
Ｏ

フ
ッ
素
物
導
入
を
め
ぐ
る
記
述
は
、
筆
者
の
独
壇
場
で
あ
り
貴
重
で
、

読
み
ご
た
え
が
あ
る
。

本
書
は
、
単
な
る
歯
科
の
医
療
史
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
歯
科
医

業
の
将
来
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
新
藤
恵
久
）

『
日
本
精
神
病
治
療
史
』

医
学
史
研
究
の
な
か
で
も
精
神
医
学
史
、
と
り
わ
け
日
本
の
精
神
医

学
史
研
究
に
つ
い
て
は
研
究
者
の
層
も
薄
く
、
ま
だ
ま
だ
未
開
拓
の
分

野
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
一
九
九
七
年
に
「
日
本
精
神
医
学
史
学

会
」
が
発
足
し
た
こ
と
も
一
つ
の
契
機
と
な
り
、
日
本
の
精
神
医
学
史

に
つ
い
て
も
意
欲
的
な
研
究
が
次
々
と
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
○
○
二
年
は
豊
作
の
年
で
、
四
月
に
八
木
・
田
辺
氏
に
よ
る
「
日
本

〔
医
歯
薬
出
版
、
東
京
都
文
京
区
本
駒
込
一
’
七
’
十
、
電
話
○
三
’
五

三
九
五
’
七
六
○
○
、
平
成
十
四
年
一
月
、
Ｂ
五
判
、
二
○
○
頁
、
六

○
○
○
円
〕

八
木
剛
平
・
田
辺
英
著


